
阿蘇の夜空の下、再び熊大生の息吹を――。伝統ある大会へのご支援のお願い 

熊本大学阿蘇耐久遠歩大会は、昨年度、記念すべき第 60 回を迎えました。この大会は、長年にわたり熊本大学

の学生にとって、阿蘇の雄大な自然を舞台に自身の限界に挑み、仲間との絆を深める貴重な機会となってきまし

た。しかし、近年、大会の存続と発展は様々な困難に直面しております。 

幾多の困難を乗り越えて 

平成 28 年熊本地震は、大会に大きな影響を与えました。安全を考慮し、長らく親しまれてきた阿蘇山頂スタートの

コースを断念せざるを得ず、熊大-大津町、熊大-宇土市を巡るコースでの開催となりました。その後、令和 2 年度・

3 年度には新型コロナウイルス感染症の影響により、開催自体が中止に追い込まれました。令和 4 年度からは南

阿蘇をスタート地点として再開し、令和 5 年度には阿蘇山頂への復帰を目指し、阿蘇市内牧からのスタートを実現

しました。そして令和 6 年度、いよいよ阿蘇山頂からのスタートを計画しましたが、「2024 年問題」に起因する夜間

貸切バスの手配困難により、再び南阿蘇からの日中開催となりました。 

阿蘇山頂への回帰、そして未来へ 

こうした状況の中、私たちは熊本地震からの復興を願い、**「秋夜の阿蘇山頂に熊大生有り」**と阿蘇の方々をは

じめ、コース沿線の地域の方々に熊大生が戻ってきたと感じていただけるよう、昨年の第 60 回大会では阿蘇山頂

からのスタートを実現することができました。昨年度に温かいご支援をお寄せいただいた多くの寄附者の皆様に、

心より深く感謝申し上げます。皆様の支えがあったからこそ、記念すべき節目の大会を無事に成功させることがで

きました。さらに、昨年度からは【卒業生の参加枠】を新たに設け、かつて阿蘇の道を駆け抜けた先輩方が現役生

と共に歩みを進めてくださいました。世代を超えた絆が交差する中で、大会に新しい熱気と賑わいをもたらしてくれ

たことは、私たちにとってこの上ない喜びであり、未来へ繋がる大きな希望となりました。 

今年の第 61 回大会は、阿蘇山の噴火警戒レベルが変動していることもあり、草千里ヶ浜からのスタートとし、現在

その準備を進めております。 

この大会は単なるウォーキングイベントではありません。学生が阿蘇の壮大な自然と向き合い、困難を乗り越える

ことで得られる達成感、そして地域との交流は、参加者にとってかけがえのない経験となります。 

皆様からの温かいご支援をお願いいたします 

しかしながら、昨今の物価高騰に加え、「2024 年問題」による貸切バス代の高騰、さらには安全確保のための光源

レンタル品増加など、運営費用は大幅に増加しております。一方で大学からの予算削減も重なり、参加費だけでは

大会運営が極めて厳しい状況です。現在、企業・団体様への協賛のお願いも進めておりますが、この伝統ある阿

蘇耐久遠歩大会を永久的に継続していくためには、卒業生の皆様からの温かいご支援が不可欠です。 

熊本地震からの復興の象徴として、そして未来を担う熊大生たちの成長のために、皆様からのご支援を心よりお願

い申し上げます。 

                                       熊本大学体育会、熊本大学学生支援部学生生活課 



 

 

 

 

 

 



 


